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論 文 内 容 の 要
本研究は，既設鋼床版で多発している疲労損傷を対象に，その原因究明および対策エの開発を目 
的とし，全 6 章から構成した.
第 1 章では本研究の背景，鋼床版の疲労損傷に関する既往の研究をまとめ，研究目的および論文 
の構成を示した.
第 2 章では，鋼床版の構造と損傷の実態とその傾向を明らかにし，鋼床版の設計思想，鋼床版の 
構造と製作方法，阪神高速道路をケーススタディに疲労き裂の実態を明らかにし，交通特性，鋼床版 
の構造，き裂位置と大きさなどをパラメ一夕に，マクロの視点で包括的な疲労き裂を分析した.




第 4 章では，累積疲労損傷度による疲労評価を目的に，車両特性や走行のばらつき考慮した応力 
性状の分析手法を検討した. 次に，阪神高速道路の交通実態から換算軸数を算出するともに，既往の 
実験の調査から鋼床版の継手強度を評価し，累積疲労損傷度を検討しその考察を行った.
第 5 章では，鋼床版における道路管理上留意すべき疲労損傷として，き裂夕イプに着目して，交 
通規制を必要としない対策エを研究した.デッキ貫通き裂など重大な損傷の補強および予防保全を目 




ットの溶接部の対策として，アングル補強を提案し，それぞれの対策エに対して，F E M 解析，静的 
載荷試験，および疲労試験により，その効果を明らかにした. また，き裂の予防保全対策として，超 
音波衝撃処理技術であるU ITについて，残留応力の性状を分析し，疲労試験により効果を検証した.
第 6 章では，本研究によって得られた研究成果を取りまとめるとともに，今後の課題について述 
ベた.
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
本論文では，都市内高架橋で一般的な構造形式となっている鋼床版橋の鋼床版に着目している.鋼 
床版は薄板のデッキプレートに補剛用の縦リブ（U 字型）をすみ肉溶接で溶接した構造であり，こ 






次に，既設鋼床版の疲労損傷要因と応力発生メカニズムの解明を目的に，BWIM (Bridge Weigh 














のばかりである. これらの研究成果は，橋梁工学の発展に寄与するところが大きい. したがって，本 
論文は博士（工学）の学位を受ける資格を有すると認める.
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